
本日出席 １３人
欠席 　８人
出席率
第3330回のメークアップ 　３人
第3330回の出席率

　私はロータリアンとして例会に
出席すること、ロータリーの友を
読むことは必須だと思ってい
る。ロータリーの友は、（小池君
が言うように）読み物として大変
すばらしい。ロータリアンとしての
心構えや各クラブのいろいろな
例会の様子が載っている。ぜ
ひ、ご一読を。

　本日は上期小委員会の報告をよろしくお願いす
る。田中緑さんによると、ニコボックスの実績が予
算からかなり乖離しているとのことなので、良かっ
たこと、うれしかったことをにこにこしながらニコボッ
クスに反映することを、当クラブの風土にしたい。

Happy Birthday

川本吉伸君（14日）

　出席率の３年間の推移をグラフ化したところ、今
年度は76.55%で過去２年間と比較して落ち込み
が目立っている。特に低率なのが、10月30日の
旬の小旅行（例会）61.9%だった。日曜開催が影
響したのかもしれない。現状、皆勤賞候補は９
名、出席率50%以下は５名いる。ニコボックス実
績の推移については、11月現在で60万円の予
算に対して、実績12万４千円となっており、達成
率20.7％。前年同期が31.7％であるので、かなり
足りない。15名が協力していて、うち半数が誕生
日だけとなっている。誕生日以外でも良いことが
あれば、協力と心がけをお願いしたい。

春海親睦活動委員長
　10月に旬の小旅行を実施した。メーンイベントと
して23日に年忘れ家族例会を開く。第８波に入っ
ているが、感染拡大には最大限注意を払いなが
ら、楽しく盛り上がるような形で進めたい。委員や
参加者の皆さまの協力をお願いする。
愛宕職業奉仕委員長

61.90%

57.14％→71.42％

会長あいさつ 西村敏信会長

　職業奉仕表彰の推薦の案内を送ってある。本
日が締め切りで１社のみ応募があった。もっと応
募していただきたいので、協力をお願いする。表
彰を通して職業奉仕の意識を高めたい。来年２
月11日に金沢市で開かれる職業奉仕委員長会
議に出席し、知識を得て活動に生かしたい。

青山小学生英語スピーチコンテスト委員長

川本出席・ニコボックス委員長

川本吉伸君 誕生祝い

西村敏信君

魚津ロータリークラブ会報誌
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会長　西村　敏信

幹事　茶谷　   勝

第3332回例会
2022年12月９日(金)

12:30-13:30
スカイホテル魚津
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昨日は今年最後のゴルフを楽しみ
ました。満足のいくスコアでした。

上半期小委員長活動報告出席報告

　誕生祝い、ありがとうございます。
14日で55歳になります。会社の役
職定年は57歳。あと2年ほどで節
目です。わが家は私のほか、父が
８日、弟21日と、12月生まれが３
人もいます。８日は真珠湾攻撃、

14日は赤穂浪士の討ち入り。もしかしたら、父も
私も血の気の多い方かも。昔からわが家では12
月の誕生会をクリスマスイブに開いていました。
ケーキはみんなで１個、プレゼントはクリスマスにま
とめてといった感じでした。

　８月21日に小学生英語スピーチコンテストをス
カイホテル魚津で成功裏に終えることができた。
（茶谷幹事代読）
稲盛地域環境委員長
　桃山運動公園のシダレザクラ、ハナモモの
整備や魚津総合公園のあじさい園の除草を
行った。地域社会や諸団体と連携して鴨川清
掃をしたほか、障がい者支援では21日に、
つくし学園のクリスマス会に参加する。
岩崎インターアクト委員長

　８月のインターアクト大会に出席し、他クラブがど
んな活動をしているか、確認してきた。今月15日
は魚津工業高校インターアクト部と恒例の歳末助
け合い募金活動をする。（茶谷幹事代読）

ニコボックス報告
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米山記念奨学生特集魚津ロータリークラブ会報誌
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スッバ・ソニ さん

魚津の思い出胸に

リンゴの収穫体験をしたソニさん

リ
ン
ゴ
収
穫
を
体
験カウンセラーの稲盛仙三君と樹木の肥料

やりをするソニさん

リンゴを手に笑顔を浮かべるスッバ・ソニさん（川岸ガバナー補佐撮影） 　魚津ロータリークラブが米山記念
奨学生として４月から受け入れて
いるスッバ・ソニさんは11月4日、
魚津市六郎丸の果樹園で特産加
積リンゴの収穫体験をした。ソニさ
んは丸々とした形の良いリンゴを手
ににっこり微笑んだ。故郷ネパール
の高地で育ったリンゴは玉が小さい
という。収穫の後は果汁たっぷりの
ジュースを堪能して、魚津での思
い出の１ページとなったようだ。
　ソニさんはネパールの首都カトマ
ンズの出身で、富山国際大学現代
社会学部（観光）の４年生。魚津
RCのお世話とカウンセラー受け入
れは来年３月末まで。ソニさんはこ
れまで例会の参加、ネパールの生
活や文化をテーマにした卓話のほ
か、桃山運動公園のハナモモやシ
ダレザクラの肥料やりの奉仕活動
などに一生懸命取り組んだ。

支援に感謝


